
学校紹介 ～その 49～ 

☞サマー講座について 

 前号でもお知らせしましたが、サマー講座の詳 

細が決定しました。 

 

参加を希望される方は、７月７日(月)までに 

下記の電話番号にお申し込みください。 

072-772-8568 

サマー講座② 

もっともっと"伊丹"を知るバスツアー 

～荒木村重・黒田官兵衛を訪ねて～ 

 

今年の大河ドラマでも描かれる伊丹。天下統一

を目指す信長・秀吉らと共に時代を動かした村重、

官兵衛ゆかりの地をバスで巡ります。 

１０日の講座を肌で感じる小旅行です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加費はおひとり様につき 500 円です 

・お茶と伊丹に関するお菓子のお土産つき 

・参加者は先着 15 名まで 

 

日時 7 月 11 日（金）14 時～16 時 30 分 

集合場所 本校西門 

講師 伊丹市学芸員 中畔 明日香 先生 

 

 

予定ルート 

学校⇒昆陽寺⇒有岡城趾（ここから徒歩移動） 

⇒猪名野神社⇒ことば蔵（休憩）⇒旧岡田家・

旧石橋家（バス）⇒学校 

 

！見どころ！ 

 

今回昆陽寺のご厚意により、行基堂に安置され

ている『広目天・多聞天立像：兵庫県指定有形文

化財』（普段は公開されていません）を見せていた

だく予定です。 

なお、傷害保険に加入しますので、安心してご

参加いただけます 

サマー講座① 

講話 もっと"伊丹"を知ろう♪ 

～荒木村重を見つめて～ 

 

住んでいる土地、何気ない日常の中に、ふかー 

い歴史が刻まれています。教科書では習わない事

件や人物にスポットを当て、我が町「伊丹」がも

っと好きになるような、そんな歴史を一緒に学び

ませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加費は無料です 

・参加者は先着 15 名まで 

 

日時 7 月 10 日（木）14 時～16 時 

場所 3F 情報処理室 

講師 伊丹市学芸員 中畔 明日香 先生 
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サマー講座③ 

アートセラピー 

 

好きなようにぬり絵をぬったり、色紙を貼った

り…子どもの頃のように”色”を使ってみません

か？ 

上手下手は問いません。自分らしい作品作り、

表現を楽しんでもらうこと。それがアートセラピ

ーです。どんな”自分らしさ”が表現されるでし

ょうか？ 

楽しみにお越しください！ 

 

・参加費は無料です 

・参加者は先着 10 名まで 

 

日時 7 月 23 日（水）14 時～16 時  

場所 3F 情報処理室 

講師 こころｱｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 安田 淳子 先生 

 

☞球技大会（ボウリング）について 

 ６月１２日（木）「ラウンドワン伊丹店」にて球

技大会（ボウリング）を実施しました。 

 生徒集合の時間に突然の雨風で、警報が発令さ

れた地域も有り、少し開催が心配されましたが、

開始時刻には雨も収まり、多くの生徒が参加しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワンフロアー貸し切りにしていただけたので、

心置きなくゲームを楽しむことができました。 

 

７月 ４日（金）……期末考査最終日

   ７日（月）……職員研修（インクルーシブ教育） 

カウンセリング 

   ９日（水）……校内生活体験発表会 

          答案返却 

  １０日（木）……サマー講座① 

  １１日（金）……サマー講座② 

  １８日（金）……終業式 

  ２２日（月） 

 ～２４日（水）……就職登録会 

  ２３日（火）……サマー講座③ 

  ２５日（金） 

～８月１日（金）……グループ面接 

  ２８日（月）……カウンセリング 

 

８月２５日（月） 

～２７日（水）……就職・進学面接会 

 

知り合いに誘われて、蛍狩りに出かけた時のこ

と。道中の渋滞もあり、目的地の小川に到着した

のは１０時頃。蛍が活発に行動する時間帯を大幅

に超えてしまっていました。おまけに小雨まで降

り出して……。 

車のライトを消すと一面の闇。それでも足下を

気にしながら、ゆっくりと小川へ。すると葉の陰

で点滅する光が。ゲンジボタルのような強い光で

はなく、弱々しく明滅する黄緑色の光。後で調べ

ると草地に生息するヒメボタルという種だそう。 

乱舞する蛍も見物ですが、足下のあちらこちら

で呼応する、弱々しい光も趣深いものです。 


